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企業の土地有効活用支援に関する新規事業立ち上げに関するお知らせ 
 

 
 当社は、2025 年４月 14 日開催の取締役会において、下記のとおり新たな事業を開始することについて決定
いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

１．新規事業開始の趣旨 

当社グループは企業不動産（CRE）に関する各種サービスを通じ、企業の経営課題解決を目的に様々な
CRE 提案を日々おこなっております。その中で最近の企業における共通の課題である「資本効率の改善」
に関連し、上場・非上場を問わず、多くの企業が「保有不動産の有効活用」について課題を有している状
況であり、中期経営計画を開示している企業のうち「資産・資本効率の向上」を経営課題としている会社
は約 40%（注 1）にも上ります。 

 
当社はこうした経営課題を抱えた企業に対し、過去にも当社の不動産テックシステムである”CCReB 

CREMa“（以下「ククレブクレマ」という。）を活用し、当該遊休地に対しニーズを持った顧客をマッチ
ングし、物流施設建設による収益不動産化などの実績を積み上げて参りました。 
有効活用の提案において、企業側の意思決定における懸念となるのは、有効活用で新設する不動産に顧

客（テナント）がつくのか、顧客と長期の賃貸借契約を締結できるのか（テナント退去リスク）、といっ
た論点であり、当該論点が企業の土地有効活用の推進への障害となっているものと認識しております。 

 
そこで、この度当社では、首都圏・東海圏・近畿圏等の企業の遊休地において危険物倉庫（注 2）の開発を

提案し、当該危険物倉庫を当社がマスターリースにて借り上げることで、企業側の懸念点を排除し、企業
側の資本効率改善施策をスピーディーに後押しするとともに、今後も増える土地有効活用に関し、既存ビ
ジネスであるプロジェクトマネジネント事業に加え、有効活用不動産のマスターリース事業を開始するこ
とで、CRE ソリューションビジネスにおける提案メニューを増やし、更なる収益機会の拡大をするため
に新規事業を開始することといたしました。 

 

注 1 2023 年 4月から 2025 年 3月末までに開示された中期経営計画書から CCReB AI を利用し当社調べによる。 

注 2 危険物倉庫とは、引火しやすい物質、爆発を起こす危険性のある物質など「法律により指定された危険性がある物」を保管

する施設をいい、危険物の規定や保管する設備などの制度については、消防法で細かく定められている。 

 
 



 
 

２．新規事業の特徴 

今回企業の土地活用支援として提案した不動産は「危険物倉庫」となります。昨今、半導体製造や EV
製造などに限らず、製造過程において用いられる特殊原材料等の保管物に対する保管ニーズは増加の一途
であり、またコンプライアンス意識の高まりから、荷主側も荷物の安全な保管先を求める傾向がより強く
なっている一方で、危険物倉庫の多くは自社所有が多く、賃貸型の危険物倉庫の供給は限定的となってお
ります。 
当社が土地有効活用提案を行う土地の多くは、工業団地内やそれに準ずる立地に所在する遊休不動産が

多く、その中には周辺に危険物を取り扱う工場や物流施設の集積が多く見られるケースもあり、ククレブ
クレマにもそうした危険物の取扱ニーズが数多くストックされております。このような背景から、当社は
単なる賃料保証型のマスターリースではなく、需要の裏付けを持ったマスターリース提案を行うことが可
能となります。また、建物投資に関しては原則土地所有者が行うため、当社は多額の投資を自ら行うこと
なく、確実な収益獲得（エンド賃料とマスターリース賃料との差額）が可能と考えております。 

 
なお、今後同様の危険物倉庫の有効活用提案が増加していくことを踏まえ、危険物倉庫のマスターリー

ス事業において、エンド顧客が保管期間を自由に選べる危険物倉庫のサブスクリプションサービスの立ち
上げ準備も同時に開始することとし、将来的には当社が得意とするテックシステムの開発を絡めて、利用
料や空き区画をタイムリーに認識できるシステムの開発を行っていく予定です。 

 

３．新たな事業の概要 

（１）事業の内容 
有効活用不動産のマスターリース事業・サブスクリプションサービスの管理システムの開発事業 

（２）新規事業担当部門 
アセットマネジメント室（マスターリース事業） 
ククレブ・マーケティング株式会社（サブスクリプションサービスの管理システム開発事業） 

（３）当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 
現時点では僅少の見込みです。 
 

４．日程 

取締役会決議日 ：2025年 4月 14日 
事業開始日※ ：2025年 9月 1 日（予定）(2026年 8月期 期初) 
※事業開始日においては賃貸借予約契約を締結することを想定しており、マスターリースの対象となる建
物竣工は最短で 2027 年後半を見込んでおります。 

５．今後の見通し 

本件による当期の業績に与える影響はありませんが、将来的な収益機会の拡大に寄与する事業であると
考えております。業績に重大な影響を与えることが明らかになった場合には、速やかにお知らせいたしま
す。 

以 上 
 


